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社
会
経
済
の
仕
組
み
が
変
化
す
る
な

か
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が

い
を
持
ち
な
が
ら
、
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
各
分
野
が
連

携
を
図
り
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
生
き

が
い
づ
く
り
へ
の
支
援
、
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

保
健
施
策
の
推
進

（１）
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
各
種
健
診
、
予
防
接
種
、

保
健
指
導
な
ど
を
通
し
て
母
子
保
健
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目

し
た
特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
の

各
種
健
康
診
査
や
保
健
指
導
活
動
に
よ

り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
高
齢
者
が

罹
患
率
の
高
い
肺
炎
を
予
防
し
、
重
症
化

と
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
た
め　

歳
以
上

７０

の
町
民
を
対
象
と
し
て
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
・
高
齢
者
施
策
の
推
進

（２）
　

今
後
の
高
齢
者
介
護
の
あ
る
べ
き
姿
を

想
定
し
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
検
討
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
保

健
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
の

充
実
を
図
る
た
め
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
地
域

密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
北
檜

山
恵
福
会
を
事
業
主
体
と
し
て
、
入
所
待

機
者
の
解
消
と
介
護
す
る
家
庭
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
を
助

成
し
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
施
策

（３）
　

現
行
施
策
の
実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

今
後
地
域
に
お
い
て
必
要
と
す
る
給
付
や

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
基
本
計

画
と
な
る
「
障
害
者
計
画
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
「
第
3
期
障
害

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
整
備
し
た
障
害
者
地
域

２２

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
自
立
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
適
性
に

応
じ
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
創
作
的
活
動
や
生
産
活

動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
と
の
交
流
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策

（４）
　

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
」
に
基
づ
い
た
事
業
を
展
開
し
、
保
育

所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育

所
の
運
営
を
行
い
、
町
民
の
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
各
区
の
保
育

業
務
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
子
ど

２２

も
手
当
に
つ
い
て
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体

で
支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
も

政
府
方
針
ど
お
り
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業

（５）
　

被
保
険
者
へ
の
保
険
給
付
費
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
予
算
措

活力と魅力あふれる
まちづくり

平成23年第１回せたな町議会定例会で、高橋町長が本年度

の町政執行方針を発表しました。

活力と魅力にあふれるまち、ゆとりと豊かさを実感できるま

ち、安全で安心して笑顔で暮らせるまちづくりの実現を目指

します。

平成23年度町政執行方針　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
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置
し
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
技
術
の
高
度

化
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る

中
で
、
そ
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
特

定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
や
各
種

が
ん
検
診
、　

歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

６５

ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
今
後
新
た
な
医
療
制
度
へ
の
移

行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
度
重
な
る
制
度

の
見
直
し
等
に
よ
り
不
安
定
な
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
現
行
制
度
に
基
づ
き
被
保
険

者
の
皆
様
が
安
心
し
て
医
療
給
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

　

病
院
事
業

（６）
　

国
保
病
院
及
び
診
療
所
の
連
携
の
も

と
、
町
内
唯
一
の
救
急
告
示
病
院
と
し
て

救
急
医
療
、
あ
る
い
は
初
期
医
療
・
慢
性
期

疾
患
な
ど
を
始
め
と
す
る
不
採
算
医
療
へ

の
対
応
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
、
国
保
病
院
に
は
常
勤
内
科
医

２
名
が
着
任
し
、
外
来
・
入
院
診
療
が
充
実

し
、　

時
間
体
制
の
救
急
医
療
の
確
立
を

２４

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、

勤
務
医
の
過
重
な
勤
務
環
境
の
改
善
や
安

定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続

き
、
医
療
等
関
係
機
関
を
通
じ
内
科
医
師

の
確
保
に
向
け
努
力
を
し
ま
す
。
ま
た
、

国
保
病
院
の
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年　

月
に
策
定
し
た
「
せ
た
な
町
立

２０

１２

国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
が
、
平
成　

年
度

２３

最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層

の
経
営
の
効
率
化
と
健
全
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
民
間
医
療
機
関
と
の
連
携
、
医

療
の
役
割
分
担
を
進
め
、
さ
ら
に
大
成
診

療
所
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
外
に
お
い
て
は
、
政
治
・
経
済
と

い
っ
た
面
で
大
き
な
変
革
が
進
む
な
ど
、

世
界
全
体
が
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
る
中

で
、
当
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
日
々
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
る
い

こ
と
か
ら
、
第
一
次
産
業
の
持
続
的
な
経

営
安
定
を
図
る
た
め
に
、
農
業
者
・
漁
業
者

に
対
す
る
様
々
な
支
援
と
と
も
に
、
産
業

団
体
と
の
協
働
に
よ
る
施
策
展
開
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興

（１）
　

生
産
性
の
向
上
に
よ
る
経
営
の
安
定
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
3
ヶ
年
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
ハ
ウ
ス
資
材
の
導
入

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
支
援
を
延
長
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
新
規
導
入
作
物
に
対

し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
農
業
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
試
験
栽
培
や
育
苗
の
支
援
な
ど

を
継
続
し
ま
す
。
畜
産
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
畜
群
の
更
新
を
推
進
し
て

２１
地
域
全
体
の
畜
産
経
営
の
向
上
を
目
的
と

し
た
優
良
家
畜
導
入
支
援
事
業
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
自
給
飼
料
の
生
産
拡

大
を
図
る
草
地
の
造
成
改
良
と
畜
産
施
設

の
整
備
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
新
た

に
４
ヶ
年
間
の
計
画
で
畜
産
担
い
手
育
成

総
合
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
が
生
産
性
の
向
上
に
よ
る

農
業
経
営
の
効
果
的
・
安
定
的
な
発
展
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
や
農
業
水
利
施
設
の
適
正
管

理
に
努
め
ま
す
。
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い

て
は
、
若
松
地
区
地
域
水
田
農
業
支
援
緊

急
整
備
事
業
や
目
名
地
区
に
お
け
る
排
水

整
備
事
業
と
と
も
に
、
丸
山
地
区
の
農
道

整
備
事
業
、
小
倉
山
地
区
の
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
農
業
水

利
施
設
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

西
兜
野
地
区
基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
に
よ
る
排
水
機
場
の
補
修
を

行
う
と
と
も
に
、
排
水
路
の
機
能
回
復
を

図
る
た
め
兜
野
地
区
小
規
模
土
地
改
良
事

業
を
実
施
し
、
農
業
排
水
の
効
率
向
上
と

防
災
対
策
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

関
係
機
関
・
団
体
が
農
地
情
報
を
共
有
す

る
農
地
情
報
共
有
化
事
業
を
推
進
し
、
農

地
の
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

林
業
の
振
興

（２）
　

一
般
民
有
林
に
つ
い
て
は
、
国
の
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
や
新
た

に
始
ま
る
北
海
道
の
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ

く
り
推
進
事
業
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
町
独
自
の
一
般
民
有
林
造
林
事
業
補

助
に
よ
り
森
林
所
有
者
の
森
林
整
備
に
対

す
る
意
欲
の
向
上
と
整
備
に
係
る
経
費
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
有
林
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
保
全
管
理
と
循
環
型
の

森
林
整
備
に
努
め
、
町
有
林
複
層
林
造
成

事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
二
俣
地
区
の
町
有
林
循
環
造
成

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興

（３）
　

ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
に
お
け
る　

カ
１０

年
の
再
建
計
画
に
伴
う
正
組
合
員
の
負
担

金
に
対
し
ま
し
て
は
、
漁
業
経
営
安
定
対

策
事
業
と
し
て
の
一
部
助
成
を
継
続
し
て

行
い
、
漁
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

前
浜
の
漁
業
資
源
の
維
持
・
確
保
に
つ

い
て
は
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
種
苗
購
入

に
対
す
る
拡
充
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
移
植
放

流
に
対
す
る
支
援
を
は
じ
め
、
ア
ワ
ビ
の

養
殖
や
ク
ロ
ソ
イ
の
中
間
育
成
事
業
、
マ

ゾ
イ
稚
魚
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

ナ
マ
コ
に
つ
い
て
は
、
大
成
水
産
種
苗

育
成
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
調
査
研
究
並
び

に
種
苗
生
産
を
継
続
し
て
実
施
し
、
稚
ナ

マ
コ
を
地
域
に
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
漁

活
力
に
満
ち
た

産
業
の
ま
ち
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業
者
自
ら
が
ഔ
場
の
保
全
活
動
な
ど
に
取

り
組
む
環
境
・
生
ൔ
ृ
保
全
対
策
支
援
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
支
援
を
行

い
、
೐
࿝
の
資
源
回
ဌ
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。
ࢱ
ৱ
・
ৱ
ሕ
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
୥

分
に
図
り
な
が
ら
施
設
の
ไ
ಜ
な
ڿ
૩
管

理
と
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
・
労
働
の
振
興

（４）
　

商
工
業
者
の
経
営
体
質
の
改
善
を
図
る

た
め
商
工
会
に
対
す
る
運
営
補
助
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
融
資
事
業
を
実
施
し
、
経

営
の
自
立
安
定
を
支
援
し
ま
す
。
雇
用
に

つ
い
て
は
、
国
の
雇
用
創
出
推
進
事
業
を

活
用
し
、
多
方
面
で
の
雇
用
対
策
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
の
振
興

（５）
　

地
域
が
主
体
と
な
る
観
光
振
興
を
め
ざ

し
、
観
光
協
会
の
運
営
体
制
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
中
で
も
滞

在
・
体
験
型
観
光
は
、
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
組

織
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
支
援
し
ま

す
。
昨
年
度
、
町
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
た
に
観
光
協
会
に
お
い
て
継
続

実
施
す
る
運
び
と
な
り
、
今
後
の
積
極
的

な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
、
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、
開
催
し

ま
し
た
「
せ
た
な
町
食
と
産
業
ま
つ
り
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
環
境
を
総
合

的
に
と
ら
え
た
施
策
を
町
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

上
下
水
道
の
整
備

（１）
　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

２１

か
ら
事
業
着
手
し
た
大
成
区
水
道
施
設
整

備
事
業
は
、
宮
野
峠
下
地
区
か
ら
花
歌
地

区
ま
で
の
約
９
。
７
ｋ
ｍ
の
配
水
管
工
事

な
ど
と
付
帯
す
る
給
水
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山

市
街
地
で
雨
水
排
水
工
事
を
継
続
す
る
ほ

か
、
各
区
処
理
場
施
設
な
ど
の
営
繕
を
実

施
し
な
が
ら
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
工
事
着
手
し
た

汚
水
処
理
施
設
整
備
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
）

が
今
年
度
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成　
２４

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。。

　

環
境
衛
生
対
策
の
推
進

（２）
　

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
今

後
も
さ
ら
な
る
家
庭
ご
み
の
減
量
化
や
分

別
収
集
の
徹
底
、
再
資
源
化
な
ど
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
資

源
ご
み
回
収
事
業
へ
の
助
成
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
野

焼
き
の
未
然
防
止
な
ど
環
境
保
全
と
環
境

美
化
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

（３）
　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
地
震
を
は
じ

め
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
と
と
も

に
、
救
急
救
命
体
制
な
ど
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

交
通
安
全
に
対
す
る
町
民
の
さ
ら
な
る

意
識
の
高
揚
と
関
係
機
関
と
連
携
し
た
子

供
や
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
す
る
啓
発
活
動

や
、
交
通
安
全
教
育
な
ど
を
通
し
て
交
通

事
故
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
犯
罪

や
事
件
・
事
故
な
ど
の
な
い
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
地
域

や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
防
犯

活
動
に
努
め
ま
す
。
特
に
近
年
は
、
新
た

な
「
振
込
め
詐
欺
」
や
「
悪
質
商
法
」
な

ど
が
発
生
し
、
そ
の
手
口
も
悪
質
巧
妙
化

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
消
費
者
の
安
全
と

利
益
を
守
る
た
め
的
確
な
情
報
提
供
や
啓

発
活
動
な
ど
に
努
め
ま
す
。
。

　

定
住
基
盤
と
な
る
快
適
な
住
環
境
整
備

を
進
め
る
た
め
、
物
流
促
進
、
観
光
振
興
、

高
次
医
療
施
設
へ
の
搬
送
な
ど
、
広
域
的

な
幹
線
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
地
域
高
規
格
道
路
の
渡
島

半
島
横
断
道
路
や
開
発
道
路
北
檜
山
大
成

線
を
は
じ
め
と
す
る
国
道
・
道
道
や
町
道

の
整
備
、
港
湾
・
漁
港
の
整
備
、
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
の
維
持
、
高
度
情
報

通
信
基
盤
の
充
実
な
ど
、
交
通
・
定
住
を
支

え
る
生
活
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備

（１）
　

国
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
渡
島
半
島

に
お
け
る
交
通
網
の
整
備
は
地
域
経
済
の

発
展
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
地
域
高
規
格

道
路
「
渡
島
半
島
横
断
道
路
」
及
び
国
道

２
２
９
号
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
引
き
続

き
要
請
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
に

２２

国
か
ら
北
海
道
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
開
発

道
路
北
檜
山
大
成
線
に
つ
い
て
は
、
広
域

観
光
の
促
進
と
産
業
振
興
に
大
き
な
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
完

成
に
向
け
関
係
機
関
に
対
し
て
要
請
し
ま

す
。
道
道
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山
大
成
線

の
狭
隘
箇
所
の
拡
幅
改
良
の
早
期
完
成

と
、
八
雲
北
檜
山
線
に
つ
い
て
も
緊
急
時

の
二
次
及
び
三
次
医
療
圏
と
な
る
近
隣
医

療
機
関
と
の
連
携
を
推
進
す
る
う
え
か
ら

道
路
改
良
に
つ
い
て
引
き
続
き
要
請
し
ま

多
様
な
交
流
を
生
む

賑
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

04

自
然
と
共
生
す
る

安
全
な
ま
ち

03
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豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を

は
ぐ
く
む
ま
ち

05
み
ん
な
で

つ
く
る
ま
ち

06
す
。
町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
道
満

俺
線
支
線
１
・
２
・
３
号
線
改
良
工
事
が

完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
町

道
雲
内
線
に
つ
い
て
は
、
２
ヶ
年
で
災
害

防
除
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

　

激
動
す
る
社
会
の
中
で
、
せ
た
な
町
が

益
々
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
町
の

有
す
る
潜
在
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
明
る
い
未
来
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
動
力

は
何
と
い
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
ま

す
の
で
、
人
材
育
成
の
た
め
教
育
の
質
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
久
遠
小
学
校

移
転
に
伴
う
校
舎
・
屋
体
の
改
修
工
事
を

は
じ
め
学
校
教
育
施
設
及
び
プ
ー
ル
・
図

書
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
整
備
、
さ
ら
に

教
員
住
宅
ト
イ
レ
水
洗
化
な
ど
住
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

各
区
と
の
自
治
会
組
織
の
連
携
強
化
を

図
り
、
町
政
へ
の
理
解
と
関
心
を　

深

め
、
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
し
て
い

く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
意
欲
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
、
町
民
と
行
政
、
町
内
会
や

企
業
な
ど
の
協
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一般会計歳入

予算

一般会計歳出予算金額等特別会計

16億9,684万0千円 　国民健康保険事業特別会計

1億1,601万1千円 　後期高齢者医療特別会計

9億2,393万5千円 　介護保険事業特別会計

6,777万9千円 　介護サービス事業特別会計

7億7,381万6千円 　簡易水道事業特別会計

2,178万1千円 　営農用水道等事業特別会計

8億2,888万7千円 　公共下水道事業特別会計

589万3千円 　漁業集落排水事業特別会計

4,838万6千円 　風力発電事業特別会計

本
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
か
ら
約
4
％
の
増
額

で
編
成
。
財
政
健
全
化
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

町
の
活
気
を
生
み
だ
す
事
業
へ
の
活
用
を
図
り

ま
す
。

義務的経費(44.1%)
投資的経費(10.3%)

公債費(19.5%)
16億9,609万円

人件費(18.9%)
16億4,810万７千円

扶助費(5.7%)
　4億9,681万5千円

補助費(18.4%)
16億0,425万1千円

維持補修費(2.6%)
2億2,398万9千円

物件費(13.0%)
11億3,208万9千円

普通建設
事業費(10.3%)
8億9,980万3千円

その他の経費(45.6%)

その他(11.6%)
10億1,269万4千円

歳出合計

87億
1,384万2千円

自主財源（15.1%）
依存財源（84.9%）

国庫支出金(3.6%)
3億1,247万9千円

町債(7.9%)
6億8,820万円

道
支
出
金
(6.0%
)

5億
2,445万

2千
円

地方交付税（64.5%）
56億2,014万7千円

使用料・手数料 （2.5%）
2億1,435万2千円

地
方
譲
与
税
等
(2.9%

)

2億
6,150万

円

町税(7.4%)
6億4,222万円

歳入合計

87億
1,384万2千円

分担金・負担金（2.2%）
1億8,897万5千円

繰入金ほか（3.0%）
2億6,151万7千円

平成23年度

予算金額等企業会計

12億5,310万5千円 　収益的収支
　病院事業会計

8,003万9千円 　資本的支出

87億1,384万2千円

44億8,332万8千円

13億3,314万4千円

一般会計

特別会計

病院事業会計


